
昨年実施した体験学習の様子

どうして､

モビリティ・マネジメント教育が

必要なんだろう...？
今までの取り組みを紹介

ー
マ
イ
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け
に
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る
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？

　「モビリティ・マネジメント教育」とは、私たち一人一人の移動手段
や社会全体の交通を「人や社会、環境にやさしい」という観点から見
直し、改善していくために自発的な行動を取れるような人材を育てる
ことを目指した教育活動です。
　幼少期からモビリティ・マネジメント教育を通して「交通」について
学び、大人になった時に、環境や交通渋滞、公共交通がないと困る学
生や高齢者への配慮から、「マイカーではなく、公共交通を使おう！」
といった考えを育成することが必要です。今までは、体験やイベント

を通して学習して来ましたが、今年度から、市内の小学
校では４年生を対象に本教育が始まります。子ども達だ
けではなく、皆さんも一緒に交通について考え、少しでも
クルマに依存しない生活を目指しましょう！

が

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
は
切
っ
て
も
切
り
離

せ
な
い「
交
通
」。沖
縄
県
を
含
め
た
地
方
都
市

で
は
、特
に
ク
ル
マ
に
依
存
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。ク
ル
マ
は
必
要
で
、と
て
も
便
利
な
交

通
手
段
で
す
が
、便
利
な
反
面
、慢
性
的
な
渋

滞
や
交
通
事
故
の
増
加
、排
気
ガ
ス
な
ど
に
よ

る
環
境
問
題
へ
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

公
共
交
通
の
利
用
者
離
れ
が
進
む
と
公
共
交

通
の
維
持
が
難
し
く
な
り
、運
賃
高
騰
だ
け
で

は
な
く
本
数
の
減
少
や
、路
線
が
廃
止
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、通
勤
や
通
学
を
含
め
た
日
常
生

活
の
移
動
を「
マ
イ
カ
ー
だ
け
で
は
な
く
、公

共
交
通
や
自
転
車
、徒
歩
な
ど
の
多
様
な
交
通

手
段
を
、状
況
に
応
じ
て
う
ま
く
使
い
分
け
る

状
態
」へ
と
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
こ
と
で
、

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
し
た
り
、自
身
の
健
康

増
進
に
つ
な
が
る
な
ど
、環
境
に
も
自
分
に
も

う
れ
し
い
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な「
交
通・移
動（
モ
ビ
リ
テ
ィ
）」

を
一
人
一
人
が
自
発
的
に「
改
善（
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）」す
る
一
連
の
取
り
組
み
を
、モ
ビ
リ

テ
ィ・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
呼
び
ま
す
。
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問い合わせ

公
共
交
通
や
自
転
車
、

徒
歩
で
の
移
動
を「
選
択
肢
」に

業では、ICT教材の「交通
すごろく」を用いて渋滞を

引き起こす要因や、クルマの使い
過ぎが環境に与える影響などにつ
いて学習しました。

授

り返りでは、日々の移動に
ついて自分たちに”なに”

ができるかを発表。授業を通じ
て、児童の多くが「車と公共交通
のバランスの良い移動」について
理解することができました。

ふ

パルコシティで開催された「ハッ
ピーラブマーケット」のイベント
会場で、交通すごろくを実施（令
和３年２月14日）

ハッピーラブマーケット

浦添小学校で開催したバスの乗り
方教室では、バスの乗車体験や整
理券の取り方、料金表の見方を親
子で体験（令和5年1月28日）

バスの乗り方教室

モノレール車両基地見学ツアーで
は、乗車体験中にモビリティ・マ
ネジメントツールの紙芝居を活用
し、交通環境学習を実施（令和5
年3月19日）

モノレール車両基地見学

パルコシティで開催された「ハッ
ピーラブマーケット」のイベント
会場で、交通すごろくを実施（令

ハッピーラブマーケット

モビリティ・
マネジメント教育

はじまります。(通称：MM)
Mobirity  Management  education

体にも､環境にもやさしい
生活スタイルに変えてみる

学校、職場、地域での
意識啓発

学校、職場、地域への
公共交通に関する情報提供

沖縄県民の､クルマ依存のスタイルを

電車・バス
時刻
表 路線
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〇〇会社・〇〇施設

市内小学5年生への意識調査（令和４年）

※4年生の頃にMM授業を実施した児童

授業無
授業有※

● 移動の心がけに関する意識 ●

環境にやさしい移動

できるだけバスを利用

健康に
よい移動

車に
頼らない
生活

宮城小学校  比嘉 大地先生

私自身、今まで交通にあまり目を向けられていませんでしたが、体
験学習を通して、生徒と一緒に交通について考える良い機会になりま
した。学習以降に生徒から「学校まで歩いて来たよ」「家族とパルコま
で車を使わないで行ったよ」などの反応もあり、今後教育が始まるこ
とで、生徒や親御さんが自分事として考えるきっかけになり、一人一
人の行動に変化が出てくるのではと感じました。
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